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連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 ９月１１日、厚生常任委員会は、

緊急協議会を開きました。 

 これは、同日｢大貫に第５次介護

保険計画に基づく特別養護老人ホー

ムの設置が決まった｣として、｢桃林

福祉会｣と｢リトルライフ｣が説明会

を開くという報道がされたことを受

けてのものです。 

 冒頭、柳澤周治厚生常任委員長か

ら、緊急協議会を開催した理由につ

いて、｢今回報道された特養は、第

５期介護保険計画に搭載された事業

であり、名立区などの市民団体から

当該地域への建設要望も出されてい

たものだ。議会としても説明責任が

あることから緊急に開催した｣との

説明があり、｢(上記の)報道があっ

たが、議会には何の説明もなかっ

た。議会軽視ではないか｣と指摘し

ました。 

 これに対して、栗本健康福祉部長

は｢報道は事実である｣ことを認めた

上で、｢今回の事業は大貫に100床の

特養と、他に29床のミニ特養を建設

するもので、第５期介護保険事業計

画に基づいて平成26年度に整備され

る予定になっている。公募を行った

が、100床については４事業者、ミ

ニ特養については２事業者の応募が

あった。８月２９日に施設整備検討

委員会が開催され、応募者のプレゼ

ンテーションに基づいて、評価･決

定されたものだ｣｢評価にあたって

は、新たな評価項目である『待機者

が多い地域に加点する』という方式

が採用され、それに従って評価され

たものである｣と説明しました。 

 その上で、｢名立区地域協議会か

らの意見もあり、市としては、広域

型の施設については特定の地域を優

先しないという考え方に立ってき

た。今回の評価決定後内部で議論を

行ったが、今までの考え方とも矛盾

があり、今後改めて検討していくこ

とにした。議会への報告についても

配慮に欠けるものがありお詫びした

い｣と謝罪しました。 

 この後の質疑で

は、冒頭、日本共産

党の平良木委員が、

｢８月に名立区地域協

議会から陳情書が出

されていた。市から

きちんと説明をした

のか。納得は得られ

たのか｣とただしまし

た。栗本部長は、｢地

域協議会長には、こ

れまでの考え方とも少し矛盾をして

いたとしてお詫びを申し上げ、回答

についてお話をした。17日開かれる

協議会で改めて説明したい｣と答弁

しました。 

 同議員は次に、｢市の決定はあく

までも事業候補者の決定であり、県

の事業指定がされるものではない

が、この時点で正式に決まったかの

ような通知をしたのか｣という指摘

には、｢事業者には、県と打ち合わ

せをするようにとの通知をした。今

回の報道は事業者からのものだが、

情報管理のあり方については、今後

の課題としたい｣と答えました。 

 宮崎委員は｢待機者が多い地域に

加点するというやり方は市街地集中

につながるやり方。13区

の住民からは、やはり旧

上越市中心だとして、合

併に対する市民感情を悪

くするだけだ｣との指摘

がありました。また、

｢(広域型)特養はどこにつ

くられようと地域を問わ

ず入居できる。待機者数

で加点評価することは全

く無意味で理解できな

い｣と指摘しました。 
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 ３議員とも２５日に登壇する予定です。ぜひお誘い合わせで

傍聴にお出で下さい。 

    (日時は見込みです。変わることもあります。） 

上野議員（午前１１時ごろからの予定） 
  １.特別支援学校児童・生徒の通学援助について 

  ２.社会福祉協議会に係る諸問題について 

  ３.くびきゲートボールコートの整備について 

橋爪議員（午後１時ごろからの予定） 
  １.将来的な行政組織の再構築に向けた 

               総合事務所の在り方について 

  ２.公共交通について 

平良木議員（午後２時ごろからの予定） 
  １. 市内の踏切対策について 

  ２. 教職員の多忙化について 

  ３. 生活保護費の引き下げと市民生活への影響について 

★「高校生の希望が達成できるよう  上野議員 

   雇用の開拓施策を積極的に」               
「昨年の成果」として就職を希望する高校生の

就職は100％達成とあるが、希望した職種につ

けずにやむなく専門学校へという生徒もたくさ

んいる。企業はデフレ不況から脱してはいな

い。雇用も厳しい状況だ。雇用開拓を積極的に。 

 ◎答弁 米持産業振興課長 

 今年度就職希望610人のうち、まだ求人は390人にとどまっ

ている。ハローワークなどと連携を深め、雇用開拓員を活用

して、雇用の開拓に努めたい。 

★公立保育園の非正規職員を正規に 平良木議員 
 公立保育園にはどのくらいの非正規保育士

が働いているのか。多くが非正規であるとす

れば、正規職員にすべきではないか。 

 ◎答弁 木村こども課長  正規保育士が

314名に対して、非正規は475名、そのうちフ

ルタイムは391名である。 

 ◎答弁 山岸副市長  心情はわかる。組合とも協議して

いる。保育料とのかねあいもあるが、少しでも(正規に)近づ

ける努力はしていきたい。 


